
○ 畑作と酪農を中心とする農村地帯
であり、近隣には、摩周湖や屈斜路湖
などの観光地が存在。

○ エゾシカやヒグマの生息地であり、
鳥獣害防護柵が設置されているが、
一部は老朽化や倒木などにより破損。

○ 当該箇所が進入路となり、近年は
鳥獣害被害が増大。防護柵の修復等
適正な維持管理が必要となっていた。

○ 本地域は、畑作と酪農を中心とする農村地帯であり、摩周湖・屈斜路湖の観光地に隣接すること
から、旅行者が本地域を訪問。

○ エゾシカやヒグマの生息地でもあり、鳥獣害防護柵（鹿柵）が全延長119km設置されていたが、
老朽化などにより、一部は倒壊しており、当該箇所からのエゾシカ等の進入による被害が増大。

○ 本制度により、地域ぐるみで鳥獣害防護柵の保全管理を実施することで、被害が大幅に減少。
遊休農地の発生抑制や、担い手への農地利用集積にも繋がっている。

○ 以前は、旅行者も含む一般車輌とエゾシカの衝突事故が多発していたが、現在は減少傾向にあ
る。

摩周ノースネットワーク広域協定（北海道弟子屈町）

活動開始前の状況や課題

○ 鳥獣害防護柵（鹿柵：全長約119kn）に
より、約490haの農地を保全。

○ 鳥獣害防止柵の点検・補修を非農業
者を含む地域住民全体で実施。

○ 新たな損壊箇所は、発見者が速やか
に活動組織に報告する体制を整え、修
復等を迅速に対応。

取組内容 取組の効果

鳥獣害防止柵の適正管理

【地区概要】
・取組面積 9,763ha

（畑 1,397ha 草地 8,366ha）

・資源量 開水路6.5km、農道5.9km

・主な構成員
農業者、非農業者、小学校ＰＴＡ
酪農振興会、自治会（行政区）

・交付金 約38百万円（H29）

農地維持支払
資源向上支払（共同）

ましゅう てしかがちょう

草地に群がる鹿

大木による鹿柵の破損

地域住民による柵の点検 地域住民による柵の補修

中間農業地域

【鳥獣害被害の抑制】

○ 鳥獣害防護柵の適切な保全管理により、
エゾシカ等の食害が減少。これにより、 遊休

農地化が抑制されるとともに農地利用集積
が増加。

・被害額
平成18年度 73百万円→平成28年度 53百万円

・被害面積
平成18年度 220.5ha → 平成28年度 135.4ha

○ エゾシカの飛び出しによる、一般車両との
衝突事故が減少し、付近を走行する旅行者
の安全が確保。

・エゾシカと一般車両の衝突事故
平成18年度 約40件 → 平成28年度 約30件


	スライド番号 1

